
【お問い合せ】

TFU実学臨床研究セミナー実行委員会 事務局

（実習支援センター 実学臨床教育推進室内）

TEL 022-717-3359 FAX 022-301-1293
E-mail kenkyu-seminar@tfu.ac.jp

※平日8:30～17:30までお願いします（土日・祝日不在）

20240910

受 講

無料
39回

つながりをつくる ～ 社会的な排除から社会的包摂への実践 ～

■ 開催日時 2024年11 月16 日（土）13:30 - 16:00

■ 企画 TFU実学臨床研究セミナー実行委員会

次回（40回）のお知らせ

日 時 12月19日（木） 18:30-20:00

※ 本学大学院総合福祉学研究科社会福祉学専攻の授業科目としても開講されています

■ 申込方法 Ｗeb専用サイト（Peatix）より登録

11月 15日 （金）12時まで にお申込み下さい

■ 受講方法 Zoomｵﾝﾗｲﾝ開催 ※ Zoom情報は開催２日前より送付します

セルフネグレクトへのアプローチ

https://tfu-jitsugaku-seminar24.peatix.com/view

■ 登壇者（話題提供者）紹介

・宮城県社会福祉士会より

小野 憲幸
（塩竃市南部・東部地区地域包括支援センター所長）

・宮城県医療ソーシャルワーカー協会より

澤井 彰
（仙台市立病院）

・宮城県精神保健福祉士協会より

菅野 希
（一社 震災こころのケア・ネットワークみやぎ

からころステーション）

★ シンポジウム ［宮城県内福祉系職能団体コラボ企画］

■ テーマ趣旨

少子高齢社会の日本において、住民間の繋がりは
希薄となり孤立・無縁社会が進んでいると言われ
ている。その中にあって、セルフネグレクトは大
きな社会問題となっている。我々ソーシャルワー
カーは社会福祉専門職としてその現状にどう向き
合うか、そしてどのようにして問題解決していく
のか、社会から注目されている。
本シンポジウムでは実際に支援にあたっている
ソーシャルワーカーよりの実践報告を受けて、セ
ルフネグレクトに対していかにアプローチして行
くかその具体的方策を探って行きたい。

■ キーワード

孤立・無縁社会 社会的排除

ソーシャルワークの価値 クライアント理解

■ 福祉実践・実践研究への手がかり

セルフネグレクトへのアプローチは、クライアン
ト理解と「つながりをつくる」プロセスが大きな
ポイントとなる。社会的排除が進む現代社会にお
いて、ソーシャルワーカーはどのような価値・倫
理、知識、技術を持って支援を進めるか。ミク
ロ・メゾ・マクロの観点から検討したい。

mailto:kenkyu-seminar@tfu.ac.jp

